







• 1980. 4～2002. 3　大学図書館職員 
　　　　　　　　（筑波大、図書館情報大、琉球大） 


























•セレンディピティが、ホレス・ウォルポール (Horace Walpole)の1754 
年 1 月 28 日付の手紙に出現した造語だということはすぐに判明 
•ロバーツ；安藤喬志訳 (1993)『セレンディピティー : 思いがけな
い発見・発明のドラマ』化学同人 
• Oxford English Dictionary (OED)  
•図書館所蔵のウォルポール書簡集から該当部分をコピーして渡す 






















•「The Three Princes of Serendip」という、ホレース・ウォルポールの造った造語 
セレンディピティーのもとになった寓話が載 っている資料 
•事例3:埼玉県立久喜図書館(1999年) 
•「The Three Princes of Serendip」(ホレ ス・ウォルポール 1717-1797 イギリスの作
家) を読みたい。原書を希望する。  
•いずれも該当する資料は見つからないと回答
翻訳の出版によるレファレンス回答の陳腐化 
• 2004 年から 2007 年にかけて、寓話の日本語訳 4 種類出版  
• Hodges, Elizabeth J.『セレンディップの三人の王子』真由子・V.ブレシニャック, 中野
泰子, 中野武重訳, バベル・プレス, 2004  
• Hodges, Elizabeth J.『セレンディピティ物語 : 幸せを招 (よ) ぶ三人の王子』よしだみ
どり訳, 藤原書店, 2006 
•竹内慶夫編訳『セレンディップの三人の王子たち : ペルシアのおとぎ話』偕成社, 
2006 
• Cristoforo Armeno, 16th cent.『寓話セレンデ ィッポの三人の王子 : 原典完訳』徳橋曜












Cristoforo Armeno (1557) Peregrinaggio di tre giovani, figliuoli del re di Serendippo 
Louis de Mailly訳 (1719) Voyages et aventures des trois princes de Serendip
訳者不明 (1722) Travels and adventures of three princes of Sarendip（Chetwood版）
Hodges, Elizabeth J. (1964) The three princes of Serendip（創作）
竹内慶夫編訳(2006)『セレンディップの三人の王子たち』 
Cristoforo Armeno ; a cura di Renzo Bragantini (2000)  Peregrinaggio…








•実は、イタリア語版原典から英語への翻訳はすでに 1965 年に存在 
• Remer, T.G., ed. “Serendipity and the Three Princes” University of Oklahoma 
Press 
• Translated by Augusto G. and Theresa L. Borselli 
•小岩昌宏「Serendipity とは何か」『BOUNDARY』(1988)や、シャピロ；新










































































































写真 1 R. K. Merton and E. Barber
























•  それらの生存あるいは消滅の条件 




















• “Potential, possible, or probable predatory scholarly open- access publishers” に由来 
•怪しいオープンアクセス出版社のブラックリスト 
•ジェフリー・ビール (Jeffrey Beall)というコロラド大学デンバー校の図書館員




































































































Agricultural and Biological Sciences
2%








Biochemistry, Genetics and Molecular Biology
4%

















•マートンはLexis-Nexis(新聞・雑誌 18,000 以上から成る全文データベース) 
と JSTOR(学術雑誌 170 誌のバックナンバー)における “serendipity” という 






ࡀᅗ᭩㤋ဨࡢᰯ࣮ࣂࣥࢹ኱Ꮫࢻࣛࣟࢥ 2011 ᖺ㡭ࡽ࠿సᡂ࣭බ㛤ࢆ㛤ጞࠊࡓࡋ“Potential, possible, or 
probable predatory scholarly open-access publishers”࠺࠸࡜᛹ࢫࢭࢡ࢔ࣥࣉ࣮࢜࠸ࡋฟ∧♫ࢡࢵࣛࣈࡢ





2018ࠋ࠸࡞ࡣ ᖺ 4 ᭶ 3 ᪥ࠊẖ᪥᪂⪺ࣉࢵࢺࡀグ஦ࡢࡇࠊ࡚ࡗࡼ࡟࡜ࡇࡓࡋ࡟ゝⴥࡀᗈ୍ࡃ⯡ࡶ࡟
࠸࡚࡚❧ࢆࡋぢฟࡢヂ㢼┤࡜ࠖࣝࢼ࣮ࣕࢪᤕ㣗ࠕࡣ࡛࢔࢕ࢹ࣌࢟࢕࢘ࠋࡓࡗ࡞࡟࠺ࡼࡿࢀࡽ▱
 ࠋࡿ










ࡣࣥࢺ࣮࣐  Lexis-Nexis㸦᪂⪺࣭㞧ㄅ 18,000 ௨ୖࡽ࠿ᡂࡿ඲ᩥࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ㸧࡜ JSTOR㸦Ꮫ⾡㞧
ㄅ 170 ㄅ࣮ࣂࣥࢼࢡࢵࣂࡢ㸧ࡿࡅ࠾࡟”serendipity”࠺࠸࡜ㄒࡢ 1960 ᖺࡽ࠿ 1999 ᖺࡢ࡛ࡲฟ⌧㢖ᗘ
ࢆ 10 ᖺࠊ࠼ᩘ࡟࡜ࡈ๓⪅࡛⇿Ⓨⓗ࡟ቑຍ࡟ࡢࡿ࠸࡚ࡋᑐࠊࡋᚋ⪅࡛ࡣቑຍࡢࡑࡢࡢࡶࡿ࠸࡚ࡋ๭





Web of Scienceࠊ࡚ࡋ࡜ࡳヨ࡞㊊ⓗ⿵ࡢ⪅➹  ࡜ Scopus CiNii Articlesࠊ”serendipity”ࡿࡅ࠾࡟ ࠾࡟
-㸦2020ࡍ♧࡟⾲ࡢୗ࡟ඹ࡜ᩘࡢࣥࢺ࣮࣐ࠋࡓࡳ࡚࠼ᩘࢆㄽᩥᩘࡘᣢࢆࠖ ࢕ࢸࣆ࢕ࢹࣥࣞࢭࠕࡿࡅ










1960-1969 2 135  33 0 
1970-1979 60 181 57 88 0 
1980-1989 1838 207 98 195 1 
1990-1999 (JSTOR  36 378 313 236 13266 (1996-ࡣ
2000-2009   613 797 98 






















May the serendipity be with you!
